
■公園全体基本設計図

緑　の　風　景　計　画株 式 会 社  

■主旨・内容

　蘆花記念公園は、現在ある公園の一部と隣接する山林及び歴史的建造物である旧脇村邸用地を

良好な風致を適切に維持し、享受することを目的に面積約２．５ヘクタールの風致公園として、

都市計画決定された公園である。

　逗子市の骨格をなす緑地に位置する豊かな自然環境と明治の文豪“徳富蘆花”ゆかりの地（桜山）

という歴史性を兼ね備えた特色のある立地であることから、景観上重要な緑と建造物をいかに保

全し活用するかをテーマとして検討を進めた。

　主な整備メニューは、延長約500ｍに及ぶ散策園路の新設、旧脇村邸のエントランス及び庭園、

２つの広場及び便所の改修である。散策園路の新設は、草刈から始め現地の状況を調査し、地縄

を張りながら地形に合わせた園路線形を検討した。また旧脇村邸庭園については住民参加による

ワークショップにて細部に渡る話し合いを行い、最終的には地域住民のニーズを組み込み、既存

樹木を最大限に生かした計画案にまとめた。

■諸元

公園名称： 蘆花記念公園

施主  ： 逗子市

      環境部緑政課

所在地 ： 神奈川県逗子市

敷地面積： 2.5ha

対象面積： 2.5ha

業務内容： 基本設計・実施設計

設計期間： 2008.08～2009.03

蘆花記念公園設計業務委託        

風致公園・庭園設計・住民参加

基本設計・実施設計

■イメージスケッチ

旧脇村邸エントランス

中央広場

散策園路

■ワークショップの様子

          




